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  4一共研一71 繭型をマーカーとしたカイコの系統分類

















  4一共研■77 神経難病患者における臨床ケア情報の統合化


















  4一共研一83 腫瘍を含む組織形成の幾何学モデル




















  4一美研一86 呼吸の神経機構の統計数理学的研究
                京都大学胸部疾患研究所臨床生理部門越久仁敬
 脳幹内の呼吸パターン・ジェネレータの内部構造を統計数理学的に推測する目的で以下の研
究を行った．実験には，除脳・非動化・迷走神経切断ネコを用いた．このプレパレーションで
は，肺伸展受容器からのフィードバックがたいために，脳幹の呼吸パターン・ジェネレータは，
外部からの情報をほとんど受けずに独立してリズムを生成する．この状態で，中枢からの呼吸
出力を50呼吸分横隔神経発射で解析した．CorreIationdimensionはどの動物でもほぼ2に等
しく，中枢呼吸パターン・ジェネレータ（CPG）はリミット・サイクル振動子と見たせること
がわかった．そこで我々は，現在まで明らかにたっている呼吸ニューロングループの特性及び
ニューロングルーブ間の結合に基づいた数学モデルのシミュレーションを行うことによって，
実際にリミット・サイクル振動子が形成されるか否かについて検討した．リミット・サイクル
